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行政報告                               P ７
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四
し の へ

戸 正
まさひこ

彦

副議長

高
たかやま

山 　修
おさむ

議長

松
まつざわ

澤 以
い く こ

久子

議会運営委員長

町民の皆さまと議会・行政が一体となり、「住み慣れた
地域で、暮らし続けるまちづくりを目指して」を目標
に議会活動を進め、人にやさしいまちづくり、住民参
加のまちづくり、行政改革、子育て支援、障がい者理
解などを形にしていく議員活動を積極的に取り組んで
いきます。皆様の声の代弁者として町民の意思を的確
にとらえ行政と建設的な議論の中で町政に反映させる
ことが期待されており、透明性の高い開かれた身近な
議会を目指し、誠実・公正に活動していきます。

平取町議会に於いて改革論議がありました。しかし、
抜本的な改革は進んでいません。これまでの議会改
革は政治改革としてではなく行革の一環として議員
の減数など、「量的」な面の改革が主でした。これ
からは、政治改革としての議会改革が大きな流れに
なると思います。どうしたら民意を鏡のように反映
できる議会となれるか、町民の皆さんの立場にたっ
て取り組んでいきたいと思います。

平取町の人口減少に歯止めがか
からない状況が続き、産業厚生
常任委員長として、農地に大き
な転換期の問題、高齢化が進む
なかでの福祉施設の重要性、そ
して持続可能な地域医療提供体
制を確保するためにも公立病院
経営強化プラン策定の取り組み
と、課題は更に山積みです。そ
のためにも委員会の活性化を図
り、今まで以上に各議員達と議
論を重ね、より良い町づくりを
目指して努力致します。

早、５期目になります。４期目
はコロナの影響で多くの活動・
行事が中止・縮小され皆様とお
会いすることも減り寂しい思い
でした。その中でもできること
を工夫しながら活動し、何とか
切り抜けてきました。その蓄え
たパワーを思い切り吐き出し、
議会のことを理解していただ
く努力をして行きたいと思いま
す。そして、町民・行政・議会
３つの力で「心豊かな町づくり」
を目指していきます。

議員３期目に入り総務文教常任
委員長に選任されました。昨年
１２月の議会定例会で町民の請
願が採択された「平取国保病院
に人工透析病床の実現」を進め
ることがなによりも大切と考え
ています。次に２０１９年に成
立したアイヌ新法により「アイ
ヌ交付金事業５か年計画」が
大 き な 成 果 を 上 げ て い ま す。
２０２４年からの次期５か年計
画がより良いものになるように
努力したいと思います。

議員中
なかがわ

川 嘉
よしひさ

久

産業厚生
 常任委員長

 議会広報広聴

     
常任委員長

井
い ざ わ

澤 敏
としろう

郎

総務文教
 常任委員長

議員

議員

～　　今　　期　　の　　抱　　負　　～～　　今　　期　　の　　抱　　負　　～
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私は平取町が好きです。その町も今、少子高齢化、
人口減少と言う問題にありこの先四千人を割るのも
間近に思えます。対策を立て人口維持できるように
若者には魅力ある職を、子ども達には安全と充実し
た教育と楽しい思い出の残る故郷作り、高齢者には
安らぎのある町作りを考えたいと思います。行政の
事も色々な事も沢山勉強することがあります。先輩
議員に学び早く活躍出来るよう頑張ります。

崎
さきひろ

廣 秀
ひでき

樹

「住み続けられる　まちづくりへ」を訴え、今回初
めての挑戦をいたしました。故郷を想う気持ちは人
一倍であります。新人として謙虚に議会で働いてま
いります。住んでいる人の力で地域経済に活力を取
り戻したいと思います。地元で採れたものを地元で
活用する「地産地活」、住んでいる人が働いて得た
所得を地域で循環させる「循環型社会」の実現、公
平で公正、納得性のある政治を目指してまいります。

議員萱
か や の

野 久
ひさひこ

彦 議員

金
か な や

谷 滿
みつる

千
ち ば

葉 良
よしのり

則

木
き む ら

村 英
ひでひこ

彦

近年は人口減少による様々な
弊害を実感しているのが現状
です。出産子育て支援を柱に
産業の更なる振興と就労人口
の確保についてどの様な方策
が必要なのか、町議会議員の
原点に返り、他町村の事例等
を調査しながら様々な提案を
して参ります。また行政や議
会に対する関心の低下や議員
のなり手不足解消など議会改
革についても誠心誠意取り組
んで行きます。

今、平取町の問題は山積してい
ます。町民の人口減に伴う税収
減や行政サービスの低下、公共
交通機関の減便による町民の足
の確保など町をとり巻く環境は
大変厳しい状況です。町民、行
政、議会が情報を共有し知恵を
出し合いながら進めなければな
りません。無投票が続く議員の
なり手不足も問題です。町民の
皆さんと議論しながら魅力ある
議会づくりにも取り組んでいき
ます。

子育て支援の充実と、高齢化が
進む中で包括支援を中心に医療・
福祉・介護との医療連携の充実
が急がれており、住民の多くの
方が訪問診療を求めており、ま
た国保病院で人工透析を受ける
ことを強く望んでおり、先の議
会において請願が採択されたこ
とから透析患者の代弁者として、
早い時期に設置するように求め
てまいります。安心して暮らせ
る地域医療を目指して積極的に
議会活動を行っていきます。

議員

議員

議員

平 取 町 議 会 議 員 新 体 制平 取 町 議 会 議 員 新 体 制
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△平取町国民健康保険病院

松
澤
松
澤    

以
久
子

以
久
子  

議
員
議
員

平
取
町
住
環
境
の
整
備

平
取
町
住
環
境
の
整
備

問問　

平
成
24
年
に
も
、
平
取
町
住
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
し
ま
し
た

が
、
平
取
町
民
間
賃
貸
住
宅
等
建
設
促
進

事
業
に
よ
り
、
住
宅
不
足
は
改
善
さ
れ
つ

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
そ
の
事
業

を
改
正
し
一
戸
建
て
・
従
業
員
宿
舎
・
教

職
員
住
宅
等
建
設
事
業
者
に
も
適
用
出
来

な
い
か
。
ま
た
、
町
有
地
に
建
設
す
る
場

合
の
条
件
も
検
討
し
て
は
如
何
か
。

答答 

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　

平
取
町
の
賃
貸
住
宅
建
設
に
対
す
る

助
成
は
、
上
限
額
等
が
他
の
自
治
体
よ
り

高
く
な
っ
て
お
り
、
制
度
改
正
で
は
対
応

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
別
に
要

綱
の
制
定
を
す
る
べ
き
か
等
、
今
後
検
討

し
ま
す
。　

　

教
員
住
宅
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
総

合
計
画
外
部
評
価
委
員
会
か
ら
「
集
約
化

に
よ
る
利
便
性
向
上
」
「
民
間
賃
貸
の
活

用
」
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
行
う
べ
き

と
い
う
意
見
を
頂
い
て
い
ま
す
。

 

こ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

千
葉
千
葉    

良良
則則  

議
員
議
員

平
取
町
国
民
健
康
保
険
病
院
の

平
取
町
国
民
健
康
保
険
病
院
の

運
営
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

運
営
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問問　

遠
藤
町
長
の
公
約
で
あ
っ
た
国
保

病
院
の
改
革
に
つ
い
て
、
就
任
か
ら
約
３

年
経
過
し
ま
し
た
が
、
未
だ
に
具
体
的
な

取
り
組
み
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
以
前
か
ら
町
民
の
要
望
が
多
い
訪
問

診
療
の
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
と
考
え

方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答答 

（
町
長
）

　

訪
問
診
療
の
町
民
要
望
に
つ
い
て
は

非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
現
在
は
医
師
３
名
体
制
で
外
来
、

病
棟
、
救
急
対
応
と
な
る
の
で
、
具
体
的

に
訪
問
診
療
を
始
め
る
に
は
平
日
午
後
の

い
ず
れ
か
の
曜
日
と
な
り
ま
す
が
、
地
域

連
携
室
を
窓
口
と
し
て
対
応
し
て
い
く
の

が
適
切
な
方
法
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

は
体
制
整
備
に
努
力
し
て
行
き
ま
す
が
、

も
う
少
し
時
間
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問　

訪
問
診
療
と
在
宅
ケ
ア
を
一
体
化

し
て
取
り
組
む
考
え
は
無
い
の
で
し
ょ
う

か
。

答答 

（
町
長
）

　

包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
言

う
意
味
で
は
欠
か
せ
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
訪
問
診
療
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

全
体
的
な
ケ
ア
も
含
め
て
平
取
福
祉
会
と

も
協
議
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問　

昨
年
の
12
月
議
会
定
例
会
で
請
願

が
採
択
さ
れ
た
人
工
透
析
の
実
施
に
つ
い

て
、
コ
ス
ト
を
縮
減
し
改
善
策
を
講
じ
て

再
調
査
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答答 

（
町
長
）

　

透
析
室
の
開
設
を
求
め
る
請
願
に
つ

い
て
は
患
者
家
族
会
の
要
望
も
あ
り
、
切

な
る
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

付
帯
意
見
も
あ
り
病
院
経
営
に
大
き
く
関

わ
る
も
の
な
の
で
実
効
性
、
実
証
性
の
高

い
改
善
策
と
な
る
様
に
、
全
体
の
医
療
の

在
り
方
も
検
証
し
な
が
ら
進
め
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問問　

も
し
実
施
す
る
と
し
た
ら
、
と
言

う
立
ち
位
置
で
詳
細
を
調
査
す
る
考
え

で
な
け
れ
ば
実
現
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
も
う
一
度
原
点
に
返
り
最
終
判

断
を
し
て
頂
き
た
い
。

答答 

（
町
長
）

　

国
保
病
院
の
経
営
の
在
り
方
や
地
域

医
療
に
対
す
る
姿
勢
な
ど
全
体
を
含
め

て
人
口
透
析
の
実
施
が
可
能
か
ど
う
か
、

最
終
的
に
は
色
々
な
意
見
の
中
で
判
断

す
る
考
え
で
す
。

※※
こ
の
文
章
は
一
般
質
問
し
た
議
員
本
人
が
要
約
し
、
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
文
章
は
一
般
質
問
し
た
議
員
本
人
が
要
約
し
、
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

　　

  

質
疑
応
答
の
全
文
は
平
取
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
平
取
町
議
会
議
事
録
を

質
疑
応
答
の
全
文
は
平
取
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
平
取
町
議
会
議
事
録
を

　　

  

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。



崎
廣
崎
廣    

秀
樹
秀
樹  

議
員
議
員

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

　
　
　

　
　
　
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
　
　
　
　

　
　
　
　

問問　

昨
年
12
月
15
日
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
に
つ
い
て
、
こ
の
宣
言
に

至
っ
た
経
過
と
先
日
の
プ
レ
ゼ
ン
の
結
果

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答答 

（
町
長
）

　

近
年
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
増
加
を
起
因
と
す
る
地
球
温
暖

化
が
進
ん
で
、
今
や
地
球
温
暖
化
防
止
へ

の
対
応
は
世
界
の
共
通
認
識
と
し
て
優
先

度
の
高
い
政
策
で
す
。
町
民
が
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
考

え
ま
し
た
。

答答 

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　

５
社
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
、
地

域
脱
炭
素
実
現
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
を
、

基
礎
地
盤
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
北
海
道
支

社
と
、
１
２
７
２
万
７
０
０
０
円
で
契
約
、

委
託
期
間
は
令
和
6
年
1
月
23
日
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

問問　

委
託
完
了
日
が
１
月
23
日
で
あ
れ

ば
新
年
度
予
算
に
ど
の
よ
う
な
形
で
、
事

業
予
算
を
反
映
で
き
る
の
か
。

地
域
循
環
型
経
済
社
会
の

地
域
循
環
型
経
済
社
会
の

　
　
　
　
　
実
現
に
向
け
て

　
　
　
　
　
実
現
に
向
け
て

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

問問　

Ｒ※

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
リ
ー
サ
ス
）
の
活

用
に
よ
る
、
現
在
の
町
内
の
経
済
状
況
に

つ
い
て
、
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

答答
（
観
光
商
工
課
長
）

　

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
で
は
、
平
取
町
内
全
体
で

３
０
３
億
円
の
分
配
額
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
55
％
と
な
る
１
６
７
億
円
が
地

域
内
で
循
環
し
て
お
り
ま
す
が
、
残
り
の

45
％
に
あ
た
る
１
３
６
億
円
が
町
外
へ
流

出
し
て
い
る
と
試
算
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

問問　

地
元
購
買
と
い
う
言
葉
が
以
前
は

多
く
使
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
最
近
は
少

な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

町
長
は
商
工
会
の
総
会
で
、
地
元
商
店
街

の
元
気
が
地
域
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
だ
と
い

う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
町
長

の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答答
（
町
長
）

　

私
と
し
て
も
地
元
購
買
、
い
わ
ゆ
る
地

域
の
中
で
お
金
が
循
環
す
る
と
い
う
こ
と

は
地
域
経
済
活
性
化
に
と
っ
て
、
大
き
な

要
因
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
今
一
度
、
取

り
組
み
を
双
方
で
一
緒
に
一
生
懸
命
や
ら

せ
て
も
ら
う
よ
う
な
機
会
を
多
く
つ
く
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
有
地
を
提
供
し
て
賃
貸
住
宅

等
の
建
設
促
進
を
図
る
と
い
う
ご
意
見
は
、

事
業
者
と
町
に
利
点
が
あ
る
事
業
に
な
る

よ
う
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
「
平
取
町
住
生
活
基
本
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
、
根
拠
の
あ
る
住
宅

の
適
正
配
置
を
確
立
予
定
で
す
の
で
、
い

ず
れ
の
事
案
も
そ
の
中
で
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問問　

み
ど
り
が
丘
の
公
営
住
宅
建
て
替

え
に
あ
た
り
、
状
況
変
化
等
に
よ
り
住
替

え
を
希
望
し
な
い
方
が
い
た
為
、
公
営
住

宅
等
の
配
置
適
正
化
を
検
討
す
べ
き
で
す

が
、
跡
地
利
用
を
含
め
て
、
今
後
の
進
め

方
を
伺
い
ま
す
。

答答 

（
建
設
水
道
課
長
）

　

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
改
良
策
定
業
務

の
中
で
子
育
て
住
宅
、
高
齢
者
住
宅
、
災

害
対
策
住
宅
、
農
業
等
就
労
者
住
宅
、
公

営
住
宅
等
の
建
て
替
え
、
取
り
壊
し
や
用

途
変
更
に
よ
る
計
画
と
併
せ
ま
し
て
、
町

有
地
の
活
用
を
含
め
た
民
間
参
入
の
し
や

す
さ
な
ど
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
、
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　

事
業
内
容
か
ら
も
時
間
が
か
か
り
、
当

初
予
算
の
編
成
を
見
込
む
と
、
予
算
編
成

に
は
か
な
り
厳
し
く
、
委
託
期
間
中
に
同

時
並
行
で
進
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

問問　

現
在
の
当
町
の
予
算
編
成
の
進
め

方
で
は
、
町
長
が
考
え
て
い
る
次
年
度
に

対
す
る
政
策
の
思
い
が
十
分
に
現
場
職
員

に
伝
わ
る
の
か
疑
問
で
す
。
最
近
多
く
の

自
治
体
で
行
っ
て
い
る
方
法
で
予
算
編
成

作
業
の
前
に
、
職
員
を
集
め
て
町
長
の
考

え
を
周
知
す
る
場
を
設
け
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

答答
（
総
務
課
長
）

　

基
本
的
に
は
総
合
計
画
で
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
理
事
者
か
ら
指
示
が
あ
れ
ば
対

応
い
た
し
ま
す
。

問問　

今
回
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組

み
に
対
し
て
、
職
員
の
理
解
増
進
や
住
民

意
識
ま
た
は
企
業
意
識
の
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
は
大
事
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の

様
に
進
め
ま
す
か
。

答答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　

職
員
に
向
け
て
は
推
進
会
議
を
設
け

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
企
業
や
住
民

向
け
に
は
、
実
行
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。

ちち
のの

たた
私私
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そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
を
行

う
観
点
か
ら
特
別
給
付
金
（
令
和
５
年
度

町
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
子
育
て
世

帯
、
児
童
一
人
当
た
り
一
律
５
万
円
）
を

支
給
し
ま
す
。

◆
平
取
福
祉
会
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
度
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
決
算
で

発
生
し
た
赤
字
の
う
ち
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
収
入
減
少
は
不

可
抗
力
と
し
て
、
減
少
額
の
一
部
に
つ
い

て
町
が
補
助
し
ま
す
。

・
令
和
４
年
度
こ
こ
ろ
の
ホ
ー
ム
ふ
れ
な

い
の
決
算
で
は
、
新
た
に
看
護
師
を
配
置

し
た
こ
と
等
に
よ
る
人
件
費
の
増
で
赤
字

が
発
生
し
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
町
が
支

援
を
行
い
ま
す
。

・
こ
こ
ろ
の
ホ
ー
ム
ふ
れ
な
い
で
１
ユ

ニ
ッ
ト
（
９
人
）
増
設
に
係
る
支
援
と
し

て
、
備
品
等
を
購
入
す
る
た
め
の
費
用
を

補
助
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

QQ　

２
ユ
ニ
ッ
ト
に
増
や
す
こ
と
に
よ

り
赤
字
額
も
倍
に
な
る
の
で
は
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
木
村
）

AA　

稼
働
率
を
高
め
る
た
め
の
連
携
・
調 

整
を
ス
ム
ー
ズ
に
図
り
な
が
ら
、
今
後
、

利
用
者
負
担
の
増
額
等
を
考
え
平
取
福
祉

か
ら
町
直
営
と
し
、
そ
の
た
め
の
補
正
予

算
を
計
上
し
ま
す
。

◆
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
私
有
林

　

整
備
推
進
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
作
業
路
整
備
計
画
箇
所
を
現

地
調
査
し
た
結
果
、
計
画
変
更
の
必
要
が

あ
っ
た
こ
と
に
伴
い
予
算
の
補
正
を
行
い

ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

に
つ
い
て

　

特
例
臨
時
接
種
期
間
が
令
和
６
年
３
月

末
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
６
月
６

日
以
降
、
65
歳
以
上
を
は
じ
め
と
し
て
、

順
次
接
種
を
行
い
ま
す
。

◆
今
年
度
の
各
委
員
会
事
務
調
査
事
項
に
つ

　

い
て
確
認
及
び
決
定
を
し
ま
し
た
。

６６
月月
２２
日
開
催

日
開
催  

協
議
・
報
告
事
項

協
議
・
報
告
事
項

◆
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育 　
　
　

　

て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　

食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
影
響

を
受
け
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し

５５
月月
1818
日
開
催

日
開
催  

協
議
・
報
告
事
項

協
議
・
報
告
事
項

◆
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重

　

点
支
援
地
方
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

　

生
活
者
及
び
事
業
者
支
援
の
た
め
の
12

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

QQ　

福
祉
施
設
、
公
衆
浴
場
施
設
の
燃

料
支
援
で
額
を
重
油
１
ℓ
あ
た
り
４
円
と

し
た
根
拠
は
。　
　
　
　
　
　

（
千
葉
）　
　
　
　
　
　
　

AA　

石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
の
価
格
調
査

に
基
づ
き
、
令
和
４
年
度
と
令
和
３
年
度

の
価
格
差
８
．
９
円
の
２
分
の
１
で
４
円

と
し
て
い
ま
す
。　

（
観
光
商
工
課
長
）

◆
振
内
中
学
校
の
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
か
ら
複
式
学
級
と
な
る
見

込
み
で
あ
り
、
今
後
、
保
護
者
や
地
域
と

意
見
交
換
で
き
る
組
織
づ
く
り
を
行
う
予

定
で
す
。

◆
町
有
バ
ス
の
運
行
に
伴
う
予
算
の
補
正　

　

に
つ
い
て

　

運
転
手
不
足
の
た
め
道
南
バ
ス
が
運
行

管
理
業
務
を
受
託
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

問問　

価
格
や
選
択
に
お
い
て
、
販
売
す

る
側
の
力
量
の
課
題
な
ど
悩
ま
し
い
課
題

が
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
町
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
持
続
可
能
な
地
域
経
済

が
大
事
で
す
。
課
題
解
決
の
た
め
に
勉
強

会
か
町
民
を
交
え
た
協
議
会
な
ど
、
そ
の

よ
う
な
場
が
必
要
で
は
な
い
か
な
と
考
え

ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

答答
（
観
光
商
工
課
長
）

　

地
域
内
で
経
済
を
循
環
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
と
捉
え

て
お
り
ま
す
。
商
工
会
と
も
連
携
し
、
そ

の
中
で
研
修
会
な
の
か
協
議
会
が
良
い
の

か
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
課
題

と
い
う
視
点
を
持
ち
、
関
係
機
関
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
検
討
す
る
場
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
リ
ー
サ
ス
）
と
は

　

産
業
構
造
や
人
口
動
態
、
人
の
流
れ
な

　

産
業
構
造
や
人
口
動
態
、
人
の
流
れ
な

ど
の
官
民
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
集
約
し
可

ど
の
官
民
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
集
約
し
可

視
化
す
る
「
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
」
。

視
化
す
る
「
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
」
。

経
済
産
業
省
と
内
閣
官
房
デ
ジ
タ
ル
田
園

経
済
産
業
省
と
内
閣
官
房
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
実
現
会
議
事
務
局
が
提
供

都
市
国
家
構
想
実
現
会
議
事
務
局
が
提
供

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

総
務
文
教
産
業
厚
生

総
務
文
教
産
業
厚
生

　
　
　
合
同
常
任
委
員
会

　
　
　
合
同
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

町議会びらとり    
ちち

のの
たた
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取
高
校
の
魅
力
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

※
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は

　

日
本
語
で
「
多
様
性
」
。
企
業
で
人

種
・
国
籍
・
性
・
年
齢
を
問
わ
ず
に
人
材

を
活
用
す
る
こ
と
。

◆
令
和
５
年
度
ア
イ
ヌ
政
策
推
進
交
付
金

　

事
業
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
に
交
付
金
を
活
用
し
て
行

う
予
定
の
事
業
は
22
事
業
３
億
５
３
０
０

万
１
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
令
和
４
年
度
町
有
バ
ス
運
行
業
務
に
係

る
委
託
料
の
未
払
金
１
９
７
万
２
１
３
４

円
が
発
覚
し
、
こ
れ
を
支
払
う
た
め
の
補

正
予
算
を
計
上
す
る
予
定
で
す
。
陳
謝
す

る
と
と
も
に
、
再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

 　

 

行
政
報
告

行
政
報
告

　

令
和
５
年
６
月
11
日
18
時
55
分
頃
浦
河

沖
を
震
源
に
発
生
し
た
地
震
に
つ
い
て

は
、
町
内
で
震
度
３
～
４
が
観
測
さ
れ
ま

し
た
が
、
調
査
の
結
果
、
貫
気
別
町
民
セ

ン
タ
ー
、
沙
流
川
歴
史
館
で
一
部
破
損
が

あ
っ
た
も
の
の
、
他
に
大
き
な
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

６６
月月
５５
日
開
催

日
開
催  

協
議
・
報
告
事
項

協
議
・
報
告
事
項

◆
町
税
の
不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て

　

規
定
に
基
づ
き
欠
損
処
分
と
す
る
町
税

は
17
件
22
万
７
３
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

◆
平
取
高
校
の
魅
力
化
・
存
続
に
係
る
取

　

り
組
み
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
高
校

と
の
打
ち
合
わ
せ
、
有
識
者
と
の
面
談
を

重
ね
て
き
て
お
り
、
昨
年
11
月
に
立
ち
上

げ
た
「
平
取
高
校
の
魅
力
化
を
図
り
存
続

さ
せ
る
会
」
で
の
検
討
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
な
ど
、
地
域
住
民
に
も
取
り
組
み
を

広
げ
て
い
ま
す
。
今
後
の
方
策
と
し
て
、

総
合
的
探
究
の
時
間
を
活
用
し
「
ダ※

イ
バ

ー
シ
テ
ィ
を
学
ぶ
高
校
」
と
特
徴
づ
け
、
中

学
校
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
全
国
募
集
と
そ

の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

QQ　

存
続
に
向
け
て
は
、
中
学
生
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
一
番
大
事
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
金
谷
）　
　
　
　
　
　
　
　

AA　

内
部
進
学
率
は
20
数
％
、
地
元
高

校
へ
の
進
学
は
４
分
の
１
ほ
ど
。
こ
れ
を

高
め
る
た
め
、
教
育
委
員
会
と
と
も
に
平

30
万
円
以
上
と
な
り
ま
す
。
寄
付
額
の
３

割
以
下
と
い
う
返
礼
品
の
制
約
が
あ
り
ま

す
の
で
、
寄
附
額
に
合
う
返
礼
品
と
い
う

も
の
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
観
光
商
工
課
長
）　
　
　
　
　
　
　
　

◆
平
取
町
観
光
協
会
の
拠
点
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
の
当
町
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
や

事
業
推
進
方
策
に
の
っ
と
っ
た
、
拠
点
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
時
間
を
か
け

て
整
備
検
討
が
必
要
だ
と
い
う
判
断
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
拠
点
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
場
所
等
も
含
め
て
関
係
機
関

や
観
光
協
会
と
も
協
議
い
た
し
ま
し
て
、

議
会
の
意
見
等
も
さ
ら
に
い
た
だ
き
な
が

ら
進
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。　

（
町
長
）

会
と
も
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
保
健
福
祉
課
長
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

QQ　

２
ユ
ニ
ッ
ト
に
対
応
す
る
た
め
の

人
材
確
保
に
向
け
た
対
策
は
。
（
四
戸
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

AA　

外
国
人
人
材
の
登
用
も
含
め
人
材

確
保
の
た
め
の
各
種
支
援
制
度
等
活
用

し
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。　

（
町
長
）　
　
　
　
　
　
　
　

   

　
　
　
　
　
　

◆
ふ
る
さ
と
納
税
等
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業

　

務
委
託
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め
と
す
る
平
取

町
の
物
産
、
観
光
の
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
の
推

進
や
人
口
減
少
対
策
を
含
む
町
政
活
性
化

の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
専
門
事
業

者
に
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を
委
託
し

て
、
先
進
事
例
に
関
す
る
情
報
提
供
や
助

言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
施
策
立
案
機
能

の
強
化
や
効
果
的
な
事
業
の
実
施
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
（
業
務
委

託
料
、
１
１
０
０
万
円
）

QQ　

ア
イ
ヌ
工
芸
品
の
返
礼
品
に
つ
い

て
は
、
高
価
で
伝
統
的
な
作
品
の
ほ
か

に
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
普
段
使
い
で

き
る
作
品
を
考
え
て
み
て
は
。
（
松
澤
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

AA　

高
価
な
も
の
に
な
り
ま
す
と
寄
附

額
も
か
な
り
の
金
額
に
な
り
ま
す
。
例
え

ば
10
万
円
の
イ
タ
で
す
と
、
寄
附
額
は

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

ちち
のの

たた
私私
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宮
入
司
氏
（
貫
気
別
）

　

笠
山
茂
樹
氏
（
旭
）

　

萱
野
久
彦
氏
（
長
知
内
）

　

藤
江
一
博
氏
（
振
内
町
）

　

奥
村
好
志
氏
（
振
内
町
）

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

　

藤
田
実
氏
（
紫
雲
古
津
）
の
選
任
に
同

　

意
し
ま
し
た
。

▼
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に

　

つ
い
て

　

５
辺
地
（
川
向
、
荷
負
、
長
知
内
、
貫

　

気
別
、
岩
知
志
）
に
係
る
総
合
整
備
計

　

画
策
定
を
議
決
し
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

平
取
高
校
の
魅
力
化
を
図
り
存
続
さ
せ

　

る
た
め
の
事
業
（
費
用
追
加
）、
電
気
・

　

ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援

　

地
方
交
付
金
事
業
、
平
取
福
祉
会
運
営

　

費
補
助
金
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特　

　

別
給
付
金
支
給
事
業
ほ
か

　

６
８
４
２
万
２
０
０
０
円
を
追
加
。

▼
陳
情

　

連
合
北
海
道
平
取
地
区
連
合
会
よ
り
次

　

の
４
件
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

　

れ
委
員
会
付
託
と
な
り
ま
し
た
。

　　    

臨
時
会

臨
時
会

第４回

令和５年

５月２５日

▼
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　

三
浦
明
徳
氏
（
本
町
）
の
選
任
に
同
意

　

し
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
、

　

作
業
路
整
備
事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き　

　

商
品
券
発
行
事
業
、
町
有
バ
ス
運
行
業

　

務
直
営
化
、
２
６
７
１
万
８
０
０
０
円　

　

を
追
加
。

　　    

定
例
会

定
例
会

第５回

令和５年

６月２２日

▼
監
査
委
員
の
選
任

　

三
浦
繁
春
氏
（
荷
菜
）
の
選
任
に
同
意

　

し
ま
し
た
。

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
選
任

　

次
の
10
名
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

山
田
慶
一
氏
（
紫
雲
古
津
）

　

垂
柳
忠
氏
（
荷
菜
）

　

坂
本
秀
司
氏
（
荷
菜
）

　

原
田
和
枝
氏
（
荷
菜
）

　

水
谷
忠
幸
氏
（
本
町
）

審
議
審
議
し
た
し
た
議
案
議
案

　　    

臨
時
会

臨
時
会

第３回

令和５年

５月１２日

　

４
月
の
町
議
会
議
員
選
挙
後
の
初
議
会

が
招
集
さ
れ
、
正
副
議
長
の
選
挙
、
各
委

員
会
委
員
の
選
任
な
ど
が
行
わ
れ
、
別
表

の
と
お
り
新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま

し
た
。

▼
正
副
議
長
選
挙

〇
議　

長　

高
山　
　

修

〇
副
議
長　

四
戸　

正
彦

▼
議
会
選
出
監
査
委
員
の
選
任

　

千
葉
良
則
議
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

　

た
。

▼
専
決
処
分
報
告

①
平
取
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

②
平
取
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

教
育
行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

　

令
和
５
年
度
の
児
童
生
徒
数
は
３
２
９

名
、
町
単
独
採
用
の
支
援
員
を
13
名
配
置

し
、
新
た
な
職
員
体
制
の
も
と
、
積
極
的

な
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
５
類
移
行
に
よ
り

小
中
学
校
で
は
、
換
気
や
手
洗
い
な
ど
日

常
的
な
対
応
は
継
続
し
、
ま
た
来
賓
を
呼

ば
ず
保
護
者
の
み
で
の
学
校
行
事
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

公
設
塾
平
取
義
経
塾
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
及
び
小
学
生
の
体
力
づ
く
り
教
室
を

例
年
通
り
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
大
学
の
活
動
や
各
教
育
関
連
施

設
の
開
館
状
況
は
、
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
禍
前
と

同
様
と
な
り
、
来
館
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
４
点
を
平
取
町
文
化
財
に

新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。

（
有
形
）
ア
ッ
ト
ゥ
シ

ア
ミ
プ

（
樹
皮
衣
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
貝
澤
か
つ
え
氏
作
）

（
有
形
）
イ
タ
（
盆
）（
故
貝
澤
守
幸
氏
作
）

（
無
形
民
俗
）
ア
ッ
ト
ゥ
シ

の
制
作
技
術
、

イ
タ
の
制
作
技
術
（
二
風
谷
民
芸
組
合
）

町議会びらとり    
ちち

のの
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〇
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意

　

見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

〇
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負

　

担
率
１
／
２
へ
の
復
元
、
教
育
予
算
確

　

保
・
拡
充
と
就
学
保
障
の
実
現
に
向
け

　

た
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

〇
道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の
高
校
づ
く
り
に

　

関
す
る
指
針
」
を
見
直
し
す
べ
て
の
子

　

ど
も
に
ゆ
た
か
な
学
び
を
保
障
す
る
高

　

校
教
育
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
陳
情

（
以
上
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
付
託
）

〇
２
０
２
３
年
度
北
海
道
最
低
賃
金
改
正

　

等
に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

　

陳
情　

（
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
付
託
）

議　長 高山　修 副議長 四戸 正彦 監 査 委 員 千葉 良則

胆振東部日高西部衛生組合議員 崎廣 秀樹 千葉 良則

日高西部消防組合議員 松澤 以久子 萱野 久彦 四戸 正彦

平取町外２町衛生施設組合議員 井澤 敏郎 中川 嘉久 金谷  滿

名　称 会　長 副会長 理　事 監　事 事務局長

森林・林業・林産業活性化
平取町議会議員連盟

中川 嘉久 木村 英彦 萱野 久彦 四戸 正彦 松澤 以久子

平取町軽種馬産業活性化
議　員　連　盟

崎廣 秀樹 井澤 敏郎 金谷  滿 千葉 良則 萱野 久彦

●特別委員会●

●一部事務組合●

新しくなった議会の構成新しくなった議会の構成

名　称 委員長 副委員長 委　員　

議会運営委員会 松澤 以久子 木村 英彦 井澤 敏郎 中川 嘉久 四戸 正彦

名　称 委員長 副委員長 委　員　

総務文教常任委員会 井澤 敏郎 崎廣 秀樹 金谷  滿 千葉 良則 四戸 正彦

産業厚生常任委員会 中川 嘉久 萱野 久彦 松澤 以久子 木村 英彦 四戸 正彦

議会広報広聴
常 任 委 員 会

（※議長除く９名）

松澤 以久子 中川 嘉久

井澤 敏郎 木村 英彦 金谷  滿

崎廣 秀樹 萱野 久彦 千葉 良則

四戸 正彦

名　称 委員長 副委員長 委　員　

アイヌ総合政策推進
特  別  委  員  会

金谷  滿 萱野 久彦 井澤 敏郎 松澤 以久子 木村 英彦

日高山脈襟裳国立公園化
特   別   委   員   会

（※議員全員）
木村 英彦 中川 嘉久

井澤 敏郎 松澤 以久子 金谷  滿

崎廣 秀樹 萱野 久彦 千葉 良則

四戸 正彦 高山  修

●常任委員会●

ちち
のの

たた
私私
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　主任  保育士

柳
やなぎはら

原　美
み き

樹 さん

　園長

高
たかはし

橋　久
く み こ

美子さん

　私たちの 町議会 びらとり　２０２3. 8. 4　vol. １１６　

■発行／平取町議会　■編集／議会広報広聴常任委員会

〒055-0192　沙流郡平取町本町 28　　TEL　01457-2-2227    　　　* この広報誌は再生紙を使用しています

　私がバチラー保育園に勤務したのは、平成３年の春、今から３２年前になります。

年長児１年間を通園し、卒園した自分の園に、今度は保育士として戻ってこれた事

は、とても嬉しく感じたものでした。また、子どもの時にお世話になった保育士の

先生方もいて、その方々と一緒に働くことになるとはまるで夢の様でした。勤め始

めた頃、子ども達の人数は１２０名を超える程、沢山いましたが、今では６３名し

かいません。卒園していった子の中には、今では親となり、その子ども達が入園し

てくる様になりました。そんな子ども達を見ると、「あーお父さんや、お母さんの

子どもの時に似ているなー。」とくすっと笑うことも、たびたびあり、親子２代に渡っ

てお世話出来る喜びも、ひとしおです。次はとうとう、三世代になってしまうのか

も！？と今からドキドキワクワクしています。長くこの仕事に携わり、良かったと

　私が幼い頃通っていたバチラー保育園は、平取村消防会館を買収して昭和２４

年８月に開園式を行った建物でした。ホールの真ん中には大きな円柱があり２

階から１階にかけてすべり台があり、滑っておりるとトイレに到着という作り

でした。その後、沢山の方々のご支援もあり、昭和４７年１１月に新園舎落成

を迎えました。そして私も今度は保育士として昭和５０年より働き始めました。

あっという間の４８年が過ぎ去り現在は園長として仕事をしています。

　園舎も５０年近くたち老朽化も激しく何とか子ども達のために建て替えてあ

げたいと考えるようになりました。そんな時遠藤町長様より町の土地を使って

はどうかといううれしいお話をいただき建築を計画して何とか建てることが出

　▲建て替えを機に認定こども園になりました。

認定こども園バチラー保育園の
お２人にインタビュ～

思う事は、大きくなった子ども達に「みきせんせい！」と声を掛けてもらえる事です。これからも沢山

の子ども達の声が聞こえる事でしょう。それらを楽しみにしてまた、明日―。

来ました。園長としての残りの日々は、子ども達、保護者のために楽しい園生活を心がけていけたらと思っ

ています。

～あの人に聞く～


